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奈良県 県土マネジメント部 河川整備課

大和川流域総合治水対策について

令和２年１２月１８日
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〇４つの水系

大和川水系

淀川水系

紀の川水系

新宮川水系

淀川水系

新宮川水系

ランドサットから見た奈良県

淀川

大和川

紀の川

熊野川

大和川水系

紀の川水系

■奈良県の河川の水系
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■大和川水系の特徴

○奈良盆地全域

２４市町村を流れる

○面積の２０％

⇒８５％の人口が集中

○１５８の県管理河川が亀の瀬
までに、１本の河川に

○出口は１つだけ！
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■大和川「亀の瀬」地滑りの歴史

明治３６年 地すべり

●地すべり災害の歴史

・明治３６年７月、断続的に降り続いた雨で地すべりが発生

・大和川がせき上げられ、王寺から三郷にかけ約４５ha
が浸水

昭和６年～８年 地すべり

・地すべりにより、河床が９ｍ以上隆起

・大和川は完全に閉塞され、上流に浸水被害が発生

・旧国鉄関西本線のトンネルも圧壊

昭和４２年 地すべり

○ 地すべりしやすい地質であるため、昔から大きな災害が発生

○ 国による亀の瀬地すべり対策工事により、地区内の土塊移動の変位は解消

○ 亀の瀬狭窄部の開削には、追加的な地すべり対策が必要

→ 亀の瀬を開削して、奈良盆地の治水安全度を高めることは困難

奈良

大阪

大和川

地すべり防止区域

地すべりブロック

・大規模な地すべりにより、国道２５号が約１ｍ隆起

・大和川も川幅が約１ｍ縮小した 5



■昭和５７年８月の大和川大水害

王寺駅前の商店街

写真提供：奈良新聞

天理市庵治町

写真提供：奈良新聞
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■流域全体が一体となり水害に強いまちづくり

昭和５７年８月の大和川大水害が契機

両面から洪水被害を軽減・防止

川の水を安全に流す施設整備
による対策

地域開発により低下した奈良盆
地の保水・遊水機能を回復し、
盆地内の各支川へ雨水が一気
に流れ出すことを抑える対策

治水対策 （ながす対策） 流域対策 （ためる対策）

大和川総合治水対策
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■総合治水対策の具体的な取り組み

遊水地

河川改修 ダム

雨水貯留浸透施設

ため池治水利用

ため池の保全

防災調整池 8



■治水対策（河川改修①）

工事前

○川をまっすぐに

工事前 工事後
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■治水対策（河川改修②）

○川幅を拡げる・掘り下げる

工事前 工事後
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○大和川河川事務所より提供

※2020年８月時点のものであり、今後変更となる場合があります。

大和川遊水地
（窪田地区）

大和川遊水地
（三代川地区）

大和川遊水地
（唐院地区）

大和川遊水地
（目安地区）

王寺町

三郷町

斑鳩町

河合町

安堵町

川西町

※下図は、国土地理院地図を使用

大和川遊水地
（保田地区）

竜
田
川→

■治水対策（大和川遊水地）

大和川の洪水を一時的に貯留する概ね１００万ｍ３の遊水
地の整備を推進（直轄事業）

【遊水地整備前】

堤防が
壊れて氾濫

遊水地

【遊水地整備後】

破堤リスク
の減少

遊水地に水が入っ
て、川の水位が下

がる
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■流域対策（ため池の治水利用）

ため池

流入

流出

ため池の放流口を小さくする（オリフィスの設置）こ
とで、ピーク時の流出量を低減し、下流域への洪
水到達時間を遅らせる

大和川流域に数多く存在している 『ため池』 を使って雨水を一時
的に貯留することで 河川の増水を防止

※約１２０万ｍ３の洪水調節容量を確保（Ｒ２年７月）

●ため池の治水利用による流出抑制効果

洪水調節容量

放流口

想定以上の洪水の場合は
上部の越流堤から洪水を排出

鰻掘池（大和郡山市）

常時水位

洪水時最高水位
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■流域対策（流域貯留浸透事業）

広陵町 真美ヶ丘中学校

大雨の時、雨水を一時的に校庭等に貯留することで、雨水の急激
な流出を抑制

※約１６万ｍ３の洪水調節容量を確保（Ｒ２年度７月）
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■流域対策（水田貯留）

〇田んぼの排水口に5㎝ほどの
穴を開けた調整板を設置

水田に降った雨を一時的に貯留することで流出抑制を図り、下流
の浸水被害を軽減

※約５万ｍ３の洪水調節容量を確保（Ｒ２年７月）
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■流域対策（その他）

●防災調節池

●透水性舗装

●各戸貯留
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■近年の水害

大和川 藤井観測所 観測水位 昭和53年～（４０年間）の比較

○ 平成２５年９月の台風１８号、平成
２６年８月の台風１１号、平成２９年
１０月の台風２１号で大和川の藤
井地点で計画高水位を超過

藤井観測所

１０ｍ
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■王寺水位観測所では、計画高水位（7.43ｍ）を上回る8.14ｍの水位を記録

■王寺町、三郷町における浸水被害の状況

王寺町元町 三郷町立野南地区

■平成２９年１０月 台風２１号による大雨の概要

○JR大和路線が運休

○国道２５号が通行止
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○ 大和川流域総合治水対策の推進（S60年度～）

・ながす対策（治水対策）
・ためる対策（流域対策）

○ 浸水常襲地域における河川改修や水路改修
などの対策の推進（H20年度～）

これまで

新たな「ためる対策」として、
○ 奈良県平成緊急内水対策事業に着手

・喫緊の課題である内水浸水被害の解消に向け、市町村と
連携して、対策に必要な貯留施設を整備

平成30年5月 キックオフ

平成29年10月台風21号による
大規模な内水浸水被害の発生

【イメージ図】

治水対策

流域対策

浸水常襲地域対策

奈良県平成緊急内水対策地区

その他浸水地区

総
合
治
水

凡　　　　　　　　　　例

ながす対策（治水対策）

ためる対策（流域対策）

■新たな「ためる対策」 “奈良県平成緊急内水対策事業”
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 川の水位上昇に伴う内水による床上・床下浸水被害の解消に向けて、新たな「ためる対策」として、

市町村との連携による 『奈良県平成緊急内水対策事業』を、平成30年5月キックオフ

【ステージ１】 ： 令和元年5月に、13市町において39箇所の候補地を選定

【ステージ２】 ： 令和元年10月に、田原本町で初めて工事着手

【ステージ３】 ： 100年に1度の大雨にも耐えられることを目標にグレードアップ対策を検討

【ステージ3】 グレードアップ対策の検討【ステージ１】 適地候補地の選定

【財政支援】総事業費から国費と交付税措置額を除いた額の半分を

県が市・町に助成

【技術支援】技術者が不足する市・町に対し、設計業務や工事発注
、

監督業務などを県が受託する垂直補完の制度を活用

令和元年10月から
田原本町で工事着手

必要な貯留施設等を適地に整備するための進め方

※ 令和元年10月、田原本町で
工事着手

【ステージ2】 工事着手

貯留施設の池底を掘り下げ

掘り下げ【掘り下げ】

池底を掘り下げ 貯留施設の池幅を拡張

池幅拡幅【池幅拡幅】

池幅を拡張

新たな適地に池を設置

新池設置【新池設置】

新たな適地に池を設置

【グレードアップ対策案】

 気候変動の影響による自然災害の激甚化、頻発化

 令和元年東日本台風の甚大な被害を鑑み、100年に1度の大

雨にも耐えられることを目標にグレードアップ対策を検討

県による市・町への支援

■奈良県平成緊急内水対策事業の取組
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■流域対策（奈良県平成緊急内水対策事業）

対 策 前

取水口

放流口

排水棟

大雨の際、下流の内水被害の軽減、解消を図
るため、水路などの水を一時的にためる施設

〔内水氾濫の発生〕
大雨が降り続くと、排水先の河川などの
水位が上昇し、合流する支川や水路の雨
水が排水できなくなる

対 策 後

適地に雨水を一時的に貯留することで内
水被害の被害を軽減・解消

貯留施設

②水路の水位低下後に排水

①水路の水位上昇で流入

対策イメージ 貯留施設のしくみ
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条例制定の背景

○ 昭和５７年の大水害を契機に取り組んできた総合治水対策について、社会情勢の変化により新たな課題が発生してきました。

条例の目的

○ 大和川流域における新たな課題の解決に向けた取組の強化
○ 総合治水の取り組みを体系的に実施

・ 防災調整池の設置を必要としない小規模開発の増加 （3,000㎡未満の開発が約38%に）
・ 市町村による流域対策の低迷 （ため池治水利用施設の対策率は約42%）
・ ため池の減少による保水力の低下 （約15年で約400個のため池が減少）
・ 浸水被害の恐れのある区域における市街化区域編入 など

●浸水被害の軽減及び拡大の防止
●県民の「くらしの向上」

条例の特徴

② 開発等に伴う防災調整池の対象面積を強化します。 【従来】3,000㎡以上 → 【条例】1,000㎡以上

③ 浸水のおそれのある区域を指定・公表し、原則として市街化区域への編入を行いません。

④ 総合治水の推進のため、協定を締結し市町村を支援するなど推進体制をつくります。

防災調整池の設置、適正な維持管理義務について知事の命令に従わない場合、罰則が適用されます

① 「ながす対策」「ためる対策」「ひかえる対策」の三本柱で総合治水を推進します。

推進
体制

ながす
対策

ためる
対策

ひかえる
対策

ながす対策（治水対策）

・大和川水系河川整備計画に基づき、河川の整備、 河川管理施設
の維持管理を行う。

ひかえる対策（土地利用対策）

・市街化編入抑制区域を指定し、公表します。

降った雨を河川で安全に流すために、河川整備や維持管理を
行います。

ためる対策（流域対策）

・特定開発行為をしようとする者は、知事が定める基準に適合する防災調整池を設置しなけれ
ばなりません。

降った雨が一気に川に流れ出ないように、一時的に雨を貯める対策を行います。

総合治水の推進体制

・県と市町村は総合治水の推進に関する協定を締結することができます。

流域の上下流市町村が連携して一体的に取り組む仕組みをつくります。

浸水のおそれのある区域での市街化を抑制します。

・雨水貯留浸透施設の整備と適正な管理

・ため池治水利用施設の整備と適正な管理

・水田貯留施設の整備と適正な管理

・ため池の保全

・農地の保全・市街化編入抑制区域を、新たに市街化区域として定めないものとする。
（対策が講じられる場合は除く）

市街化編入抑制区域とは、10年確率降雨で想定浸水深が50cm以上
の区域（市街化調整区域に限る）

特定開発行為とは
① 1,000㎡以上の都市計画法、宅地造成等規制法、採石法、砂利採取法の規定により知事の許可
又は認可を受けなければならない開発行為等

②10,000㎡以上の森林法の規定により知事の許可を受けなければならない開発行為

・森林の保全

・防災調整池の設置が完了したときは、管理者等を届け出なければなりません。

・防災調整池の管理者は、知事が定める基準に基づき、防災調整池の機能を維持するために
適正な管理を行わなければなりません。

・協定を締結したときは、県と市町村は総合治水の推進に関する計画を策定します。
・計画に基づく県の施策を優先的に実施し、計画に基づく市町村の施策を積極的に支援します。

課題

■大和川流域における総合治水の推進に関する条例」の概要 奈良県 平成３０年４月１日施行
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■条例の概要①（ひかえる対策とは）

頻繁に床上浸水レベルの浸水が起こるような場所で、市街化を抑
制し、浸水被害の拡大を防ぐことにより、将来における浸水被害
の発生を抑制し、県民の生命、身体や財産を守る対策

開
発

■浸水被害の増加
浸水のおそれがある箇所で市街化される

と自らが浸水に遭うリスクが高まります。

■浸水区域の拡大
浸水区域で盛土が行われると、周囲に浸

水区域が拡大します。
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■条例の概要②（市街化編入抑制区域）

市街化調整区域の中で、10年につき1回の割合で発生すると予想
される雨（時間雨量50ミリ程度）が降った場合、浸水深が50cm以上
になると予想される区域を市街化編入抑制区域に指定し、市街化
区域への編入を抑制

○区域を公表

○原則として市街化区域に編入しない

●ただし、著しい被害の発生を防止する対策が
講じられる場合は、この限りでない。

●区域については、河川改修の進捗等に応じて
適宜見直す予定。

「市街化区域編入抑制区域」に指定されると
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■条例の概要③（防災調整池等の設置）

調整池の設置の対象

調整池の設置が完了した時

設置後の維持管理

防災調整池設置、適正な維持管理義務の違反について
知事の命令に従わない場合、罰則が適用されます。

平成３０年１０月１日以降

調整池の設置の対象

大和川流域内の開発許可面積割合の変化

平成３０年９月３０日まで

開発面積が3,000m2以上 開発面積が1,000m2以上

設置完了時に管理者等の届出が必要です

管理者が変更する場合も届出が必要です

機能を維持するための、適正な管理が必要です

しかし、

0.3ha未満の
開発割合が

増加

防災調整池の設置が必要な開発行為等※の対象面積を変更

また、防災調整池の管理者の届出や、適正な維持管理についても義務付

※開発行為等とは、採石法、森林法、宅地造成等規制法、砂利採取法、都市計画法といった関係法
令に基づいて一定規模以上の開発を行うための許認可が必要な行為
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■条例の概要④（ため池の保全）
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和歌山平野農地防災事業について

（和歌山平野農地防災事業所）

資料－３
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事業の実施状況と効果

○目 的

排水機能を回復し、広域的な湛水被害を防止（国営総合農地防災事業【和歌山平野地区】）

地域の現状 事業の実施

事業の効果

事業の概要

和歌山市

岩出市

紀の川市

【位置図】

○ 地区内の排水機及び農業用排水路等の整備を行うことにより、排水機能を回復し、
農業生産の維持及び農業経営の安定を図り、もって国土の保全に貢献。
○ 事業を契機として、①優良農地の確保と土地利用の整序化の両立、②農業の６次
産業化に資する多様な営農、③災害に強い地域づくりの実現を図る。

排水条件の整った農地・農村
（写真はイメージ）

【６次産業化の推進】

JA農産物直売所
「めっけもん広場」

【優良農地の確保】 【災害に強い地域づくり】

排水機場の改修
（写真はイメージ）

水路より越流し宅地も浸水 湛水した桃畑

平成29年10月の台風21号に伴う大雨で
は、紀の川流域各所で浸水。県全体では
約34億円※の農林水産業被害が発生。

わ か や ま へ い や

本地区では、都市
化などの土地利用の
変化による農地割合
の減少や、近年の豪
雨の多発により、農
業被害が頻発し、宅
地などが水に浸かる
被害も発生。

本地区の農業用水は、一級河川で
ある紀の川から頭首工により取水。地
区内の水路は、用水を配水する一方で
農地や宅地等からの排水を受ける用
排兼用水路であり、東から西へ流下。

湛水した水田

事業による排水機場、排水路、洪水調整池等の整備等、並びに関連事
業の実施により、地区内の排水機能を回復

【整備のイメージ】

紀の川市内(丸栖地区)における
浸水被害状況（H29.10.23）

まるす

※県発表

湛水した農地

国営総合農地防災事業

和歌山平野地区

和歌山市、紀の川市、岩出市

456億円（計画ベース）

平成26年度～令和10年度

4,306ha

排水機(改修、新設) ５ヶ所

排水路(改修、新設) 45.2km

洪水調整池(改修､新設) ８ヶ所

排水管理施設 １ヶ所

事 業 名

地 区 名

関係市町村

総 事 業 費

事 業 工 期

受 益 面 積

主 要 工 事

○概 要

本地区は、近年の都市化及び混住化の進展によ
る流出形態の変化に起因して、農業用排水施設の
排水機能が低下したため、しばしば農地、農業用
施設等に多大な被害が生じており、効果的な対策
を講ずることが急務となっている。
本事業では、地区内の排水機、農業用排水路等
を整備し、併せて関連事業で排水機を整備する
ことで、農業用排水施設の排水機能を回復し、
農業生産の維持及び農業経営の安定を図り、
もって国土の保全に資するものである。

水路の拡幅
水路断面を拡幅し
通水能力を強化

排水機場の
新設・改修
ポンプの排水能力の強化

調整池の改修
ピーク流量を低減

バイパス水路の新設
併走する水路を新設し
流量の一部を河川に排水

排水機場

バイパス

承水路

幹線水路

頭首工

河川

農地
63

宅地･道路

13

山林･
河川
24

農地
45

宅地･
道路
31

山林･
河川
24

％
100

50

0
昭和30年代 現在

改修後 改修前

改修後

改修前

わ か や ま へ い や

承水路の新設
幹線水路を経由せず
河川に排水

R2 .1 0更新
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国営土地改良事業 和歌山平野地区 令和２年度実施計画 平面図

大溜池

上ノ池

森ノ池

宮池

ハス池

上野支線水路
洪水調整池

永穂樋門

松島樋門

千旦樋門

名草排水機場

高嶋排水機場

東貴志排水機場

丸栖排水機場

中貴志排水機場

岩出頭首工

藤崎頭首工

諸井頭首工

後島排水機場

令和２年11月末時点

布施屋樋門

宮ノ前排水機場

花ヤ池

山手支線水路
洪水調整池

米田排水機場

米田排水機場 【完成】

名草排水機場

千旦樋門

四箇井支線水路 【完成】

六箇井水路（高川排水路）【完成】 六箇井水路（七瀬排水路）

小田井水路（海神排水路） 【完成】

六箇井水路（波分山崎排水路）

安楽川井水路（Ｃ水路）

安楽川井支線Ｃ３号水路

六箇井水路（根来排水路）

藤崎井水路（山田排水路）

米田排水路

森ノ池

凡例

受益面積（田）

受益面積（樹園地）

排水路
（新設・改修）

排水水門
（改修）

排水機場
（新設・改修）

洪水調整池

排水機場
（関連事業）

既設排水機場

既設用水路

藤崎井支線水路（岡田排水路） 【完成】

高嶋排水機場

実施済

令和２年度実施

令和３年度以降

凡例

千旦放水路
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大溜池

上ノ池

森ノ池

宮池

ハス池

上野支線水路
洪水調整池

永穂樋門

松島樋門

千旦樋門

名草排水機場

高嶋排水機場

東貴志排水機場

丸栖排水機場

中貴志排水機場

岩出頭首工

藤崎頭首工

諸井頭首工

後島排水機場

布施屋樋門

宮ノ前排水機場

花ヤ池

山手支線水路
洪水調整池

米田排水機場

名草排水機場

千旦樋門

六箇井水路
（波分山崎排水路）

凡例

受益面積（田）

受益面積（樹園地）

排水路
（新設・改修）

排水水門
（改修）

排水機場
（新設・改修）

洪水調整池

排水機場
（関連事業）

既設排水機場

既設用水路

千旦放水路

国営土地改良事業 和歌山平野地区 令和２年度実施計画 主な施設の工事実施状況

① 名草排水機場

２

千旦樋門
千旦放水路

②

1

3

③ 六箇井水路
（波分山崎排水路）

森ノ池

4

④ 森ノ池
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農地・農業水利施設を活用した流域の

防災・減災の推進

（南近畿土地改良調査管理事務所）

資料－３
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